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緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城

2010
平成22年

第1051号11.1
毎月1日・15日発行

11月の休日窓口　14日（日）、27日（土）　８時30分～５時（正午～１時を除く）　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課

稲城大橋から
望む多摩川

主
な
記
事

参加者募集　市民ふれあい歩こう会 ２面
第四次稲城市長期総合計画・基本構想策定 ３面
秋季全国火災予防運動 ４面
広告募集　ごみ・リサイクルカレンダー ５面
児童虐待防止推進月間 ６面
くらしの情報 ７面
胃がん検診 ８面

ｉ
くらしフェスタ
テントなど

若葉台駅
北口ロータリー

ｉプラザ

▽期日　11月13日（土）
※雨天決行（一部内容変更）

▽時間　午前10時～午後3時

▽会場　ｉプラザ前（下図参照）

▽問い合わせ　経済課消費生活係 

▽主催　稲城市、稲城市消費者ルーム運営協議会

▽協力　市内消費者団体、市民団体、多摩稲城防犯協会、多摩中央警察署、稲城消防署、
稲城市民環境クラブ、稲城市廃棄物減量等推進員連絡協議会、環境課ほか

〇マイバッグをお持ちください。
〇ごみの持ち帰りにご協力ください。
〇スタンプラリーでフェスタをまわろう！
○クイズやスタンプラリーの参加者には景
品があります。

　地球温暖化を防止し、豊かで安心・安
全な消費生活の実現に向けて、環境や健
康に配慮した買い物やくらしのスタイル
について考えてみませんか。くらしフェ
スタでは、市民の皆さんに消費生活に対
する意識を高めていただくため、安心・
安全・エコなくらしを提案します。

●くらしの安全・安心（多摩稲城防犯協会、多摩
中央警察署）

●住宅用火災警報器設置推進（稲城消防署）
●消費生活関連パネル展示、消費者力アッ
プクイズ（消費者ルーム運営協議会）
●消費者相談、消費者被害防止パネル展示
（消費者相談室）●「姉妹都市　大空町の小豆を使ったおしるこ」

（ふたこぶらくだ）
●「身体にやさしい手作りからあげ」
（身体にやさしい料理）
●「焼きそば」
（男の料理教室）
※いずれも学習活動の一環として出店
するため、販売数に限りがあります。

●「次世代の子どもたちへ　きれいな空気を」
ケナフの紙すき、押し花、絵手紙、粘土（ケナフ）
遊び、ケナフから作られた墨、スカーフ、しお
りなどの展示（稲城ケナフまちづくりの会）
●「鳥を呼ぶクラフト」バードコール工作
（稲ブラぼっち）
●「マイバックとローソクを手作りしよう！」
マイバックとローソク作り（稲城市民環境クラ
ブ・環境課）

▽期日　11月13日（土）

▽時間　午後4時～5時

▽会場　若葉台駅北口ロータリー（左図参照）

▽内容　地域住民によるコンサート

▽点灯期間　11月13日（土）～平成23年1月10
日（月・祝）

▽主催　若葉台駅前イルミネーション2010実
行委員会

▽問い合わせ　開発調整課開発調整係

若葉台駅前イルミネーション
2010　点灯式

体験部門

模 擬 店

安全・安心、消費者被害
防止部門 

環境にやさしい生活推進部門

ステージ部門

会場までの交通
①京王相模原線「若葉台」駅下車
②ｉバス「若葉台駅」停留所下車
※車で来場する際は、周辺の有料駐車場をご利用くだ
さい。

●ジャズ演奏（モーフィアス・ジャズ・
オーケストラ）
●二

に

胡
こ

とギターのデュエット演奏（ソフ
トウインズ）
●コーラス「みんなで歌おう！」（コール
フレンズ）
●お笑い「漫才・トーク」（DA－MAE企
画）
●防犯音頭（多摩稲城防犯協会）
●消費者クイズ（稲城市消費者ルーム運
営協議会）
●環境クイズ（稲城市廃棄物減量等推進
員連絡協議会・環境課）
●その他ストリートミュージシャンなど
※出演団体は変更する場合があります。

かしこく健やかなかしこく健やかな
稲城くらしフェスタ稲城くらしフェスタ20102010

安心・安全・エコなくらし

　市では、これまで新たな長期総合計画の策
定作業を進めてきましたが、基本構想に基づ
き展開する施策を体系的に定める『第四次稲
城市長期総合計画・基本計画』の素案を取り
まとめました。計画素案に対するご意見を募
集します。

▽対象　市内在住・在勤・在学の方

▽計画素案設置場所　市ホームページ、市役
所１階行政情報コーナー、平尾・若葉台出張
所、各文化センター、総合体育館、中央図書
館

▽応募期間　11月１日（月）～15日（月）

▽応募方法　市ホームページ「あなたの声を
お聞かせください」のうち、「長期総合計画
基本計画素案へのご意見」、ファクス（ 377
－4781）、郵送、持参（市役所５階）のいず
れかの方法で応募してください。
※応募の際には、件名に「長期総合計画基本
計画への意見」と明記し、計画素案に対する
ご意見、居住地区名を記入してください。
※ご意見はそのまま公表することがありま
す。本文には、個人（本人を含む）や第三者
が特定される内容は記載しないでください。
※ご意見に対する個別回答は行いません。

▽応募・問い合わせ　企画部長期総合計画担
当

ご意見をお寄せください！ご意見をお寄せください！
第四次稲城市長期総合計画・基本計画第四次稲城市長期総合計画・基本計画

●フリーマーケット
●「アッ音が出た！車が動いた！
また遊べる！」
おもちゃの修理（稲城おもちゃの
病院トトロ）
※無料。部品代（実費）は負担。
●「捨てないで！動物の命とやさしい心」
犬や猫の里親探し　動物愛護募金とチャリティーバ
ザー（稲城動物愛の会）
●「星に願いを！エコで守ろう、みんなの地球」
みんなとエコ活動を考える（コープとうきょう稲城
市コープ会）
●「食と地球を守る産直野菜ボックス」
パネル展示と産直野菜ボックス販売（新日本婦人の
会稲城支部）
●「擬似生ごみの水切り体験、ごみ分別クイズ」
（稲城市廃棄物減量等推進員連絡協議会・環境課）
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行
政
が
仕
事
を
す
る
時
、
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
は
な
く
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
長
期
総
合

計
画
「
基
本
構
想
」
は
議
会
の

議
決
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
稲
城
市
の
計
画
行
政
は
１

９
７
５
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
第
三
次
の
「
基
本

構
想
」
に
引
き
続
き
稲
城
市
の

将
来
都
市
像
を
「
緑
に
つ
つ
ま

れ
、
友
愛
に
満
ち
た
市
民
の
ま

ち
、
稲
城
」
と
し
、
第
四
次
も

変
更
す
る
こ
と
な
く
同
一
と
し

ま
し
た
。
ま
た
稲
城
市
で
は
、

基
本
構
想
を
議
論
す
る
う
え
で

「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
財
政
計

画
も
同
時
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
く
た
め
に
懇
談
会

な
ど
も
行
い
、
市
民
会
議
や
審

議
会
の
委
員
も
公
募
し
て
き
ま

し
た
。
審
議
会
や
市
民
会
議
に

参
加
さ
れ
、
ま
た
ご
意
見
な
ど

を
頂
き
ま
し
た
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
議

会
で
は
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
詳
細

な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
人
口
は
現
在
の

８
万
４
千
人
か
ら
９
万
２
千
人

に
増
加
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

増
要
因
は
南
山
や
上
平
尾
の
土

地
区
画
整
理
事
業
が
進
む
こ
と

や
、
南
武
線
の
高
架
化
な
ど
に

よ
っ
て
土
地
利
用
が
図
れ
る
も

の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
緑
の

問
題
も
議
論
さ
れ
、
相
続
税
制

の
関
係
で
生
産
緑
地
の
減
少
は

避
け
が
た
い
が
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
っ
て
公
的
な
緑
地

は
多
く
確
保
が
可
能
と
の
指
摘

も
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
全
体
が

人
口
減
社
会
を
迎
え
る
中
、
稲

城
市
が
こ
れ
か
ら
の
10
年
で
１

割
近
い
人
口
の
増
が
図
れ
る
こ

と
に
よ
り
税
収
が
増
え
、福
祉
・

教
育
を
含
め
た
諸
施
策
を
前
進

さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
、
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
議
長
を
除
く
議

員
21
人
中
14
人
（
新
政
会
、
公

明
党
、
民
主
党
、
生
活
者
ネ
ッ

ト
、
無
所
属
）
の
賛
成
多
数
を

も
っ
て
可
決
、
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
総
合
的
な
行
政

計
画
と
す
る
た
め
に
、
具
体
的

な
計
画
の
中
身
を
つ
め
る
た
め

の
議
論
を
重
ね
、
年
度
末
に
は

第
四
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画

と
し
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
３
年
を
一
つ
の
単
位
と
す

る
実
施
計
画
も
同
時
に
立
て
、

更
に
毎
年
度
の
予
算
は
議
会
の

議
決
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
先
の
景
気
を
予
測

す
る
の
が
困
難
な
た
め
、
中
間

時
に
計
画
の
点
検
を
し
、
必
要

に
応
じ
見
直
し
を
行
い
、
現
実

と
計
画
の
乖か

い

離り

を
修
正
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
長　

石
川
良
一

こ
れ
か
ら
の
10
年
の

「
基
本
構
想
」
決
定
！

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

は
社
会
の
願
い
で
す
。
次
代
を
担

い
変
革
し
て
い
く
の
は
、
現
在
の

子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
こ
そ
が
明
日
の
社

会
を
発
展
さ
せ
て
い
く
鍵
で
す
。

　

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
、
行

政
な
ど
青
少
年
に
関
わ
る
す
べ
て

の
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

認
識
の
も
と
に
連
携
し
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
指
し
活
動
し
ま

し
ょ
う
。

稲
城
市
青
少
年
健
全
育
成
運
動

稲
城
市
青
少
年
健
全
育
成
運
動

基
本
方
針

基
本
方
針

　

市
で
は
基
本
的
人
権
尊
重
の
理

念
の
も
と
に
、
心
身
と
も
に
健
康

で
知
性
と
感
性
に
富
み
、
人
間
性

豊
か
な
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

健
全
育
成
の
推
進
方
針

健
全
育
成
の
推
進
方
針

〔
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
に
お

〔
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
に
お

い
て
、
健
全
育
成
活
動
を
総
合
的

い
て
、
健
全
育
成
活
動
を
総
合
的

か
つ
横
断
的
に
推
進
し
て
い
く
た

か
つ
横
断
的
に
推
進
し
て
い
く
た

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

は
犯
罪
で
あ
り
、
被
害
者
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

な
か
で
も
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
は
、
家
庭
内
の
問

題
な
ど
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
夫
婦
や
親
し
い
間
柄
で

あ
っ
て
も
暴
力
は
犯
罪
で
あ
り
決

し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

暴
力
の
加
害
者
の
多
く
は
男
性

で
あ
り
、
男
性
が
暴
力
を
振
る
う

背
景
に
は
男
尊
女
卑
の
流
れ
を
受

け
継
い
だ
男
性
優
位
の
意
識
や
、

性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担

▽
相
談
形
式 

電
話
・
面
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

青
少
年
の

青
少
年
の
生
き
ぬ
く
力

生
き
ぬ
く
力
とと

豊
か
な
心

豊
か
な
心
を
育
て
よ
う

を
育
て
よ
う

1111
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

解
決
に
向
け
た
一
歩
へ
！

解
決
に
向
け
た
一
歩
へ
！

一
人
で
悩
み
を

一
人
で
悩
み
を

抱
え
込
ま
ず
に

抱
え
込
ま
ず
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
相
談
く
だ
さ
い

い
な
ぎ
女
性
の
悩
み
相
談

稲城市民憲章推進協議会稲城市民憲章推進協議会
市民ふれあい歩こう会市民ふれあい歩こう会

11月12日～25日は
「女性に対する暴力を
なくす運動」期間です

▽申し込み・問い合わせ
協働推進課女性青少年係

　８月15日付けで退職となった松
ま つ

尾
お

澤
ざ わ

幸
さ ち

恵
え

教育長の後任として、小島文弘
氏（前企画部長・59歳）が10月15日
付けで就任しました。
　小島氏は、第３回市議会定例会で同
意を受け、教育委員に任命された後、
第10回教育委員会定例会で、教育長に
任命されました。任期は、10月15日
から４年間です。
教育委員会
委員長に小

お

野
の

　好
よ し

江
え

氏
同職務代理者に稲

い な

垣
が き

　弘
ひ ろ

子
こ

氏
10月１日から

　第９回教育委員会定例会で、教育委員
会委員長に小野好江氏が、同職務代理
者に稲垣弘子氏が選任されました。

▽問い合わせ　学校教育課庶務係

　稲城市民憲章推進協議会では、毎年
恒例の市民ふれあい歩こう会を開催し
ます。秋の風を感じながら、自然豊か
な稲城のまちを歩きましょう。今年は
新設されたよみうりＶロードも歩きま
すので、ぜひご参加ください。
※障害のある方などは事前に相談して
ください。

▽期日　11月23日（火・祝）
※小雨決行

▽集合時間　午前９時30分

▽集合場所　 地域振興プラザ入口前駐
車場

▽コース（予定）　
地域振興プラザ→よみうりＶロード→
ジャイアンツ球場→川崎市農業技術支
援センター→三沢川遊歩道→地域振興
プラザ
※当日は穴澤天神社でおいしい湧き水
を飲むこともできます。
※途中解散も可

▽服装　歩きやすい服・靴

▽持ち物　 昼食、飲み物、敷物、雨具
など

▽費用　無料

▽問い合わせ　稲城市民憲章推進協議
会事務局（協働推進課協働推進係）

教育長に就任

小
こ

島
じ ま

　文
ふ み

弘
お

氏
10月15日から10月15日から

女性に対する暴力をなくそう！女性に対する暴力をなくそう！
（暴力は犯罪です！）

め
の
５
つ
の
推
進
方
針
〕

め
の
５
つ
の
推
進
方
針
〕

１・
明
る
く
会
話
の
あ
る
家
庭
づ

く
り
の
推
進

２・
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
と

問
題
行
動
を
未
然
に
防
止
す
る
活

動
の
推
進

３・
青
少
年
の
社
会
参
加
の
促
進

４・「
生
き
ぬ
く
力
」
と
「
豊
か
な

心
」
を
育
て
る
教
育
活
動
の
推
進

５・
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
・
関

係
機
関
及
び
行
政
の
連
携
の
強
化

全
体
テ
ー
マ

全
体
テ
ー
マ

〔〔
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
テ
ー
マ

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
テ
ー
マ
〕〕

◇
青
少
年
の
生
き
ぬ
く
力
と
豊
か

な
心
を
育
て
よ
う

ア
ク
シ
ョ
ン
（
行
動
）
テ
ー
マ

ア
ク
シ
ョ
ン
（
行
動
）
テ
ー
マ

〔
一
人
ひ
と
り
が
実
行
す
る
テ

〔
一
人
ひ
と
り
が
実
行
す
る
テ

ー
マ
〕

ー
マ
〕

◇
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
よ
う

◇
「
生
活
体
験
・
自
然
体
験
・
読

書
体
験
」
を
し
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会

（
心
の
東
京
革
命
出
前
講
演
会
）

（
心
の
東
京
革
命
出
前
講
演
会
）

▽
期
日　

11
月
14
日（
日
）

▽
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
会
場　

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
申
込
不
要
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
直
接
来
場
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
テ
ー
マ 

「
子
育
て
に
生
か
そ

う
！
響
き
合
う
た
め
の
〜
ボ
イ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
」

▽
講
師 

濱は
ま

田だ　

真ま

実み

氏（
歌
手
・

ボ
イ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ナ
ー
）

▽
問
い
合
わ
せ 

協
働
推
進
課
女

性
青
少
年
係
、
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係

小島　文弘氏 小野　好江氏 稲垣　弘子氏

▼

女性に対
する暴力根
絶のための
シンボルマ
ーク

意
識
、
経
済
力
の
格
差
な
ど
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
り
、

暴
力
を
振
る
わ
れ
た
女
性
は
自
分

に
非
が
あ
る
か
ら
だ
と
自
分
を
責

め
、
泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
も
多

い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に

近
付
く
た
め
に
、
暴
力
は
犯
罪
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
も
ち
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
女
性
へ
の
暴
力
を
根

絶
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
し
被
害
に
遭
っ
て
い
た
ら

　

最
優
先
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
被

害
者
の
身
の
安
全
、
保
護
で
す
。

一
人
で
は
、
逃
げ
た
く
て
も
逃
げ

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く
、

親
や
身
近
な
人
に
相
談
し
て
も
信

じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
、
子
ど

も
の
た
め
だ
か
ら
と
我
慢
を
強
い

ら
れ
た
り
し
て
事
態
を
深
刻
化
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
こ
と
は
、
勇
気
を
出
し
て

第
三
者
や
公
的
機
関
な
ど
に
助
け

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

▽
相
談
日 

毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
、
第
４
土
曜
日

※
水
曜
日
の
み
男
性
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
申
込
方
法 

前
日
ま
で
に
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
無
料
相
談
窓
口
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

その他の無料相談窓口
機関名 相談日 時間 電話

東京ウィメンズプ
ラザ 毎日（年末年始を除く）午前９時～午後９時 03－5467－2455

東京都女性相談セ
ンター多摩支所

月～金曜日（祝日、年
末年始を除く）

午前９時
～午後４時 042－522－4232

東京都女性相談セ
ンター

月～金曜日（祝日、年
末年始を除く）

午前９時
～午後８時 03－5261－3110

※夜間・緊急時の場合（事件発生時）は、警察（☎110）に連絡してください（24時
間体制）。

　市立病院の駐車場跡地に建設を予定しておりま
す（仮称）健康プラザ及び健診・外来棟建設工事
が始まりました。工事の際には、安全管理に十分
配慮して進めておりますので、来院されます皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。

▽問い合わせ　市立病院　準備室　☎377－0931

（仮称）健康プラザ及び
健診・外来棟建設について
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　平成20年度から市民参加の機会拡充を図りながら、策定を進めていた
長期総合計画・基本構想が第３回市議会定例会において議決されました。
基本構想は、行政運営を総合的かつ計画的に進めることを目的に策定され
るものであることから、平成23年度以降のまちづくりは、この基本構想
を指針として進めることになります。
　以下は基本構想の概要をまとめたものです。

　これまでに築き上げてきた市民共有の財産を大切にし、さらに地域
にある資源を掘り起こして磨き、活用していくとともに新たな創造に
つなげていくなかで、地域主権や厳しい財政状況を考慮しながら、自
主・自立の自治体運営をめざします。
　また、まちづくりにあたっては、基本的な視点として次の４つの視
点を考慮し、将来都市像、まちづくりの基本目標、施策の大綱からつ
ながる体系より、様々な施策を展開していきます。
①人権の尊重とノーマライゼーションの実現
　ユニバーサルデザインへの配慮やノーマライゼーションの理念の実
現などにより、だれもが安心して暮らせるよう、お互いを思いやり、
人権を尊重する社会の構築に努めていきます。
②人と人とのつながり
　人や社会とのつながりの大切さを再認識し、地域のなかでの助けあ
いやスポーツ・サークル・ボランティアなどの地域活動を通じ、社会
的なつながりをより広く深く持つことができるコミュニティの構築を
めざします。
③市民参加と協働
　自発的または主体的にまちづくりを進める住民による自治を背景
に、市民のまちづくりへの参加意識も高まっていることから、地域の
構成員としての主体性を尊重し、それぞれの特徴を活かした市民参加
や自助・共助・公助の連携と適切なバランスを基本に、様々な組みあ
わせの協働により、地域社会の自主的・自立的な発展をめざします。
④地域資源の活用
　地域による自主的な地域資源の掘り起こしや今あるものをさらに磨
くことも含めた地域のもつ潜在的能力の活用を図ることにより、さら
に住みよいまちをめざします。また次の世代へと伝えていくために、
教育・学習の場を通して、人材の育成と伝統・文化の継承を図りなが
ら、地域資源の活用による稲城らしさの創造に努めます。

　基本構想の目標年次は、2020年代初頭とします。
　また、平成32年における人口を92,000人と想定します。

　これまでに策定した基本構想のなかで継承されてきた「緑につつま
れ　友愛に満ちた市民のまち　稲城」を第四次の長期総合計画におい
ても将来都市像としてまちづくりを進めます。また、今後10年を見
据えたまちづくりの方向として「ともにつくろう　笑顔あふれる　元
気なまち」を定めます。

　将来都市像の実現に向け、すべての公共サービスを円滑に提供する
ため、６つのまちづくりの基本目標を定めます。

地域の特徴を活かした調和のとれたまちづくり
　まちの地形や発展過程が異なる地域毎に特徴を活かしながら、全体
としてまとまりのある調和のとれたまちづくりを進めます。また、地
域間における交流を深めるとともに、子どもから高齢者まで住み慣れ
た地域でいきいきと暮らせる安全で快適なまちづくりを進めます。
都市軸と中心地区の形成および生活拠点の育成
　多摩川から京王相模原線稲城駅を経て、若葉台駅に至る鶴川街道に
沿う南北軸を都市軸と位置づけます。
　長期的なまちづくりの視点から、稲城の顔として市民の活動・交流
の中心となり、愛着と誇りがもてるような市街地づくり（都市拠点）
を進めるため、稲城駅を核とする市街地とＪＲ南武線稲城長沼駅付近
の市街地は、両駅を核とする中心地区として位置づけ、都市計画道路
を軸に各種都市機能の形成を図ります。
　また、若葉台駅周辺は、隣接する川崎市麻生区黒川地区をも利用圏
とする、広域的な若葉台センター地区として、住宅・商業・業務など
の複合した都市機能の整備・形成を進めます。
　その他の鉄道各駅をはじめ、各生活圏域において生活拠点を位置づ
け、生活関連機能の形成に努めます。

水と緑の体系を活かした魅力的なまちづくり
　市域には、豊富な水と緑が残されています。市民生活にやすらぎと
うるおいを与えてくれる貴重な資源である水と緑を後世に伝えるた
め、まちづくりのなかで活かしていきます。

第四次稲城市長期総合計画第四次稲城市長期総合計画
基本構想を策定基本構想を策定

基本的視点

目標年次および想定人口

【想定人口】

将来都市像

まちづくりの基本目標

土地利用の方向性

施策の大綱

だれもが健康で安心してともにだれもが健康で安心してともに
暮らせるまちづくり暮らせるまちづくり

［保健・医療・福祉］［保健・医療・福祉］
だれもが健康で安心してともに

暮らせるまちづくり

［保健・医療・福祉］

人と文化を育む人と文化を育む
ふれあいのあるまちづくりふれあいのあるまちづくり

［教育・生涯学習］［教育・生涯学習］
人と文化を育む

ふれあいのあるまちづくり

［教育・生涯学習］

だれもが心豊かに暮らせるだれもが心豊かに暮らせる
平和で安全なまちづくり平和で安全なまちづくり

［人権・コミュニティ・安全安心］［人権・コミュニティ・安全安心］
だれもが心豊かに暮らせる
平和で安全なまちづくり

［人権・コミュニティ・安全安心］

環境にやさしく環境にやさしく
活力あふれるまちづくり活力あふれるまちづくり

［環境・産業］［環境・産業］
環境にやさしく

活力あふれるまちづくり

［環境・産業］
水と緑につつまれた水と緑につつまれた

やすらぎのあるまちづくりやすらぎのあるまちづくり

［都市基盤整備］［都市基盤整備］
水と緑につつまれた

やすらぎのあるまちづくり

［都市基盤整備］

市民とともに歩む市民とともに歩む
まちづくりまちづくり

［市民参加・行財政運営］［市民参加・行財政運営］
市民とともに歩む
まちづくり

［市民参加・行財政運営］

だ
れ
も
が
健
康
で

安
心
し
て
と
も
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

人
と
文
化
を
育
む

ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
平
和
で

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

環
境
に
や
さ
し
く

活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た

や
す
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

市
民
と
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り

健康の保持・増進と
医療の充実

社会福祉の充実

社会保険制度の推進

生きぬく力の育成

生涯学習の推進

地域で育む共生意識と
活気あふれる地域交流

コミュニティの充実と
交流の推進

安全安心なまちづくり

快適な環境への改善と
保全の推進

産業の振興

安定した消費生活の推進

安心して暮らせる
まちづくり

安全で快適なまちづくり

豊かな水と緑のある
まちづくり

市民参加の拡充

行政サービス向上のための
の行財政

健康づくりの推進
医療体制の充実
地域福祉の推進
高齢者福祉の充実
障害者（児）福祉の充実
子育て支援の充実
ひとり親家庭への支援
低所得者などへの支援
医療保険制度や年金制度の推進
介護保険制度の推進

市民協働の推進
行政情報の透明化
健全な行財政運営
自治体間の連携推進
適正な人事管理
情報通信技術の活用

計画的な土地利用の推進
市街地の整備
充実した道路網の整備
河川・水路の整備
鉄道・バス交通の充実
交通安全の推進
下水道の整備
住宅環境の向上
緑を守り育てる
楽しく魅力ある公園づくり
水と緑のネットワークづくり
まちなみ景観の形成

環境負荷低減の推進
循環型社会づくり
快適な生活環境の確保と清潔なまちづくり
都市農業の振興
地域社会との共生をめざす製造業・情報通信業
などの工業の育成
市民生活を豊かにする商業の活性化
まちの賑わいの創出
観光・スポーツ・レクリエーションを通じた
まちの活性化
市民の消費生活に関する意識啓発
市民の消費生活環境に対する意識啓発の推進

人権の尊重
平和で友愛に満ちた社会の推進
男女共同参画社会の推進
コミュニティの育成支援
市域を越えた交流の推進
防災対策の推進
地域ぐるみの防犯活動
消防体制の充実
救急体制の充実

幼児期の教育の振興
義務教育の充実
青少年の健全育成
生涯にわたる学習・文化・芸術活動などの振興
社会教育の充実
文化財の保存と活用
スポーツ・レクリエーション活動の振興

平成17年までは国勢調
査、平成22年は住民基
本台帳などによる実績
値です。平成27、32年
は、推計値です。

都市軸
生活道路
広域幹線道路

中心地区

生活拠点

緑の環

鉄道・駅

河川・水路

（多摩ニュータウン
区域等）
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平
成
21
年
中
に
全
国
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
約
５
万
１
千
件
で
、

前
年
に
比
べ
約
１
２
０
０
件
減
少

し
て
い
ま
す
。
火
災
に
よ
る
死
者

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
に
よ
る
効
果
が
現
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
重
点
目
標
１
〉

｢

住
宅
防
火
対
策
の
推
進｣

　

市
で
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日

か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
設
置
義
務
化
さ
れ
、

自
治
会
及
び
防
災
関
係
団
体
な
ど

の
協
力
を
得
て
設
置
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な

い
住
宅
に
は
自
ら
の
命
を
守
る
た

め
に
、直
ち
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暖
房
器
具
や
調
理
器
具
は

安
全
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も

　

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
平
成
７

年
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
大
規
模
災
害
な
ど
で
被
災

し
た
都
道
府
県
内
の
消
防
力
で
は

対
応
が
困
難
な
場
合
に
、
国
家
的

観
点
か
ら
人
命
救
助
活
動
な
ど
を

効
果
的
か
つ
迅
速
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
全
国
の
消
防
機
関
相
互
に

よ
る
援
助
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

平
成
７
年
６
月
に
創
設
さ
れ
、
平

成
16
年
４
月
か
ら
法
制
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

合
同
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
活

の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す

る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

〈
重
点
目
標
２
〉

｢

放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進｣

　

全
火
災
の
出
火
原
因
は
、「
放
火
」

「
コ
ン
ロ
」「
た
ば
こ
」
の
順
で
、

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
深
夜
や
死

角
と
な
る
場
所
で
発
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
発
見
の
遅
れ
に
よ
り
被

害
が
拡
大
し
ま
す
。
放
火
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
、
可
燃
物
を
放
置

し
な
い
こ
と
、
車
や
自
転
車
の
カ

バ
ー
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

防
火
管
理
者
・
危
険
物
取
扱
者

実
務
研
修
会

　

稲
城
消
防
署
及
び
稲
城
市
災
害

防
止
協
会
で
は
、
火
災
予
防
運
動

期
間
中
に
「
防
火
管
理
者
・
危
険

物
取
扱
者
実
務
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日 

11
月
10
日（
水
）

▽
時
間 

午
後
２
時
〜
４
時

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
駐
車
場
の
用
意
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▽
内
容 

福
祉
施
設
で
の
防
火
管

理
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
適

正
な
給
油
方
法
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
予

防
課
査
察
指
導
係　

☎
377
・
７
１

１
９

　

親
子
で
農
家
を
訪
れ
、
冬
野
菜

の
収
穫
や
す
い
と
ん
作
り
を
体
験

し
、
稲
城
の
農
業
や
風
土
、
地
場

農
産
物
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
対
象 

市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
大
人
だ
け
の
参
加

も
可
）

▽
期
日 

11
月
27
日（
土
）

※
小
雨
決
行

▽
時
間 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

１
時
30
分

▽
会
場 

坂
浜
地
区
に
あ
る
農
園

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
名
刺
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
団
体

や
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
役
立
つ
名

刺
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

　

作
っ
た
名
刺
は
実
際
に
使
っ
て

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン

楽
ら
く
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象 

文
字
入
力
の
で
き
る
方

▽
期
日 

11
月
14
日（
日
）

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
途
中
１
時
間
の
昼
休
み
が
あ
り
ま

す
）

　

稲
城
市
消
防
団
が
、
10
月
27
日

（
水
）、
東
京
都
消
防
褒
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
稲
城
市
消
防
団

が
災
害
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
、

市
民
の
生
命
・
財
産
の
安
全
確
保

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
〜
15
日

全
国
統
一
防
火
標
語　
「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

平
成
22
年
度

緊
急
消
防
援
助
隊

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が

稲
城
市
で
実
施
さ
れ
ま
す

消
費
者
講
座

農
地
探
検

〜
地
場
野
菜
の
収
穫
体
験
〜

梨
ワ
イ
ン

販
売
販
売
販
売
販
売
開
始
開
始
開
始
開
始

動
時
に
お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊

の
技
術
及
び
連
携
活
動
能
力
の
向

上
を
目
的
に
、
平
成
８
年
度
か
ら

日
本
全
国
を
６
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

区
分
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

稲
城
市
消
防
本
部
も
平
成
14
年

11
月
か
ら
合
同
訓
練
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
は
、

１
都
９
県
が
持
ち
ま
わ
り
で
実
施

し
て
お
り
、
今
年
度
は
東
京
都
が

主
催
地
と
し
て
10
年
に
１
度
の
受

援
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
メ
イ
ン

　

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
で
は
、
今

シ
ー
ズ
ン
よ
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
ス

ポ
ン
サ
ー
及
び
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
ク
ラ
ブ
を
支
援
い
た
だ
い

て
い
る
駒
沢
女
子
大
学
の
協
力
の

も
と
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、

推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
、
少
女

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

芝生の上で
日テレ・ベレーザの選手と
サッカーをしよう！

駒沢女子大学駒沢女子大学
サッカー教室サッカー教室

２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ

れ
る
女
子
Ｗ
杯
へ
の
出
場
が
決
定

し
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
女

子
日
本
代
表
）」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手

が
多
く
所
属
す
る
日
テ
レ
・
ベ
レ

ー
ザ
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

▽
対
象 

小
学
生
女
子

▽
期
日 

11
月
28
日（
日
）

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
30
分
〜

▽
会
場 

駒
沢
女
子
大
学
グ
ラ
ウ

ン
ド

▽
募
集
人
数 

40
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▽
講
師 

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
選

手
、
監
督
、
コ
ー
チ
（
予
定
）

▽
参
加
費 

無
料

▽
申
込
方
法 

Ｅ
メ
ー
ル
（
�ev

ent@
verdy.co.jp

）
で
、「
駒
沢

女
子
大
学
サ
ッ
カ
ー
教
室
申
込
」

と
明
記
の
う
え
、
参
加
者
の
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）及
び
学
年（
年
齢
）・

保
護
者
の
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
住

所
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
（
携

帯
電
話
可
）・
保
護
者
緊
急
連
絡

先
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
未
記
入
項
目
が
あ
る
場
合
は
申

し
込
み
が
無
効
と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限 

11
月
５
日（
金
）午

後
６
時
ま
で

※
当
落
選
に
つ
い
て
は
後
日
、
メ

（
４
カ
所
程
度
）、
大
塚
牧
場

▽
集
合
時
間
・
場
所　

午
前
９
時

30
分
・
上か

さ

谷や

戸と

緑
地
体
験
学
習
館

▽
定
員 

15
組
（
先
着
順
）

▽
費
用 

持
ち
帰
り
野
菜
代
＝
千

円
（
１
組
当
た
り
）、
昼
食
費
＝

150
円
（
１
人
当
た
り
）

▽
持
ち
物 

軍
手
、
野
菜
持
ち
帰

り
用
袋
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
お

わ
ん
、
箸
、
雨
具
、
敷
物

▽
服
装 

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

（
長
靴
を
お
勧
め
し
ま
す
）

▽
申
込
方
法 

消
費
者
ル
ー
ム
に

電
話
（
☎
370
·
７
５
１
０
）
で
、

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

５
時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

経
済
課
消
費
生

活
係

▽
会
場 

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
定
員 

15
人
（
先
着
順
）

▽
講
師
・
ス
タ
ッ
フ　

パ
ソ
コ
ン

楽
ら
く
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

▽
持
ち
物 

①
普
段
使
い
慣
れ
た

パ
ソ
コ
ン
（
会
場
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）　

②
筆

記
用
具

※
自
作
し
た
デ
ー
タ
の
持
ち
帰
り

を
希
望
す
る
方
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
費
用 

千
円
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
会
員
は
600
円
）

▽
申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

11
月
８
日（
月
）

※
期
限
が
過
ぎ
て
も
余
裕
が
あ
れ

ば
申
し
込
め
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市

民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
い
な

ぎ
（
協
働
推
進
課
内
）　

☎
378
・

２
１
１
２
、
メ
ー
ル
�info@

i-in
agi-support.org

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

実
技
講
座

パ
ソ
コ
ン
で

名
刺
を
つ
く
ろ
う

スポーツスポーツ
功労表彰功労表彰

行
政
相
談
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た

稲
城
市
消
防
団

東
京
都
消
防
褒
賞

を
受
賞

　

今
年
も
梨
ワ
イ
ン
が
販
売
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
梨
ワ
イ
ン
は
梨

農
家
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
幻

の
梨
」と
呼
ば
れ
て
い
る
品
種「
稲

城
」
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
口

当
た
り
は
梨
独
特
の
み
ず
み
ず
し

さ
が
あ
り
、
大
変
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

　

向
山
千
代
氏
が
、
10
月
１
日
付

け
で
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

行
政
相
談
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
仕
事

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
受
け
付

け
、
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

経
済
課
消
費
生

活
係

▲合同訓練の様子

ー
ル
ま
た
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

▽
主
催 

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ（
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
株
式
会
社
）

▽
共
催 

駒
沢
女
子
大
学
（
学
校

法
人
駒
澤
学
園
）

▽
後
援 

稲
城
市

▽
問
い
合
わ
せ 

日
テ
レ
・
ベ
レ

ー
ザ　

駒
沢
女
子
大
学
サ
ッ
カ
ー

教
室
担
当　

☎
03
・
３
５
１
２
・

１
９
６
９
（
月
〜
金
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
）

な
ワ
イ
ン
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
、

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

稲
城
酒
販
組
合
加
盟
店
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 
経
済
課
商
工
係

会
場
を
晴
海
会
場
（
晴
海
ふ
頭
）

と
多
摩
会
場（
稲
城
市
大
丸
地
区
）、

サ
ブ
会
場
を
東
京
消
防
庁
の
各
訓

練
場
な
ど
７
カ
所
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

▽
実
施
期
間 

11
月
20
日（
土
）・

21
日（
日
）

▽
お
願
い 

訓
練
の
実
施
に
伴
い
、

消
防
車
両
の
通
行
及
び
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
騒
音
な
ど
に
よ
る
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
警

防
課
警
防
係　

☎
377
・
７
１
１
９

な
ど
、
地
域
防
災
に
貢
献
し
た
功

績
か
ら
、
賞
状
及
び
竿か

ん

頭と
う

綬じ
ゅ

を
授

与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
消
防
署
総

務
課
庶
務
係　

☎
377
・
７
１
１
９

　次の個人・団体がスポー
ツ功労で表彰されました。
　おめでとうございます。

○大河原　克己氏

○稲城市ソフトボール連盟

▽問い合わせ　体育課体育
係

平成22年度
文部科学省生涯
スポーツ功労者の表彰

平成22年度
東京都スポーツ

功労団体の表彰



22・11・１（5） 代表電話は378－2111

ごみの量（９月）
家庭ごみ  前年同月比で約5.8％の減量

区　分 市内収集量 １人１日当たり
燃えるごみ 1,074ｔ 424ｇ
燃えないごみ 108ｔ 43ｇ
合　計 1,182ｔ 467ｇ

主な交通手段
【電車】　京王相模原線南大沢駅下車
　　　　タクシー　約２km（約５分）
　　　　バス　南大沢駅経由相模原駅行き「坂上」バス停下車すぐ
　　　　※バスは平成22年９月現在、１日に６本運行しています。
【 車 】　国道16号を八王子市街から相模原方面に向かい、相原坂上を左折約４km直進

南多摩都市霊園案内図南多摩都市霊園案内図南多摩都市霊園案内図

GS

南大沢小

南多摩斎場

星谷戸トンネル

小山内
トンネル

多摩境駅多摩境駅

南大沢駅南大沢駅

京
王
相
模
原
線

京
王
相
模
原
線

町田街道

至 橋本駅

南多摩都市霊園

最寄りバス停
「坂上」

▲ごみ・リサイクルカレンダー

①広告スペース

②広告スペース

▽
区
分　

①
一
般
募
集
住
宅
（
家

族
向
・
単
身
者
向
）　

②
定
期
使

用
住
宅
（
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）　

③
定
期
使
用
住
宅（
多
子
世
帯
向
）

④
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

▽
申
込
用
紙
配
布
期
間　

11
月
１

日（
月
）〜
10
日（
水
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
配
布
場
所 

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集

セ
ン
タ
ー
他

　

市
内
の
道
路
、
歩
道
、
公
園
な

ど
、
公
共
の
場
所
に
お
い
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動
を
す
る
個

人
・
団
体
・
事
業
者
の
方
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
に
は
、
環
境
課

及
び
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
燃

え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
用
で

そ
れ
ぞ
れ
小
袋
（
５
リ
ッ
ト
ル
相

当
）、
大
袋
（
30
リ
ッ
ト
ル
相
当
）

　前年同月の１人１日当たりのごみ
量は、燃えるごみ451グラム、燃えな
いごみ45グラム、合計496グラムだっ
たため、約5.8％の減となりました。

－私にもできるごみ減量－
　紙には表と裏があります。なるべ
く両面を使用し、資源回収（古紙）
へ！！

▽ 問い合わせ　環境課ごみ・リサイ
クル係

　家庭から出た剪定枝は、燃えるごみ
として出さずに家庭剪定枝リサイクル
作業場に持ち込みリサイクルしましょ
う。なお、草葉・野菜くずなどは持ち
込みできません。
　今月前半の実施場所は下記のとおり
です。

▽作業日・会場　11月２日（火）・平尾
宅地分譲自治会館横、11月９日（火）・
向陽台城山公園、11月16日（火）・坂浜
コミュニティ防災センター
※作業日前週の金曜日の夕方頃会場を
設営しますので、土・日・月曜日を利
用してお持ち込みください。

▽問い合わせ　環境課ごみ・リサイク
ル係

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

入
居
者
募
集都営

住
宅

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

東
京
都
市
町
村
民

東
京
都
市
町
村
民

交
通
災
害
共
済

交
通
災
害
共
済

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

南
多
摩都

市
霊
園

広
告
を
募
集
し
ま
す

広
告
を
募
集
し
ま
す

ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
カ
レ
ン
ダ
ー

ル
カ
レ
ン
ダ
ー

登
録
し
ま
せ
ん
か

臨
時
職
員

臨
時
職
員

募
集
し
ま
す

学
校
給
食
用

学
校
給
食
用

野
菜
納
入
業
者

野
菜
納
入
業
者

　

平
成
23
年
度
版
「
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
有
料
で

広
告
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
者
を

公
募
し
ま
す
。

▽
申
込
期
間 

11
月
１
日（
月
）〜

19
日（
金
）

▽
掲
載
料 

①
奇
数
月
、偶
数
月
、

各
６
面
掲
載
＝
２
万
円
、
②
１
カ

月
分
１
面
掲
載
＝
４
千
円

▽
規
格 

①
タ
テ
23
㎜
×
ヨ
コ
73

㎜
、
②
タ
テ
32
㎜
×
ヨ
コ
73
㎜

▽
位
置 

平
成
23
年
４
月
面
か
ら

平
成
24
年
３
月
面
の
う
ち
市
指
定

の
枠
内
（
左
上
図
参
照
）

▽
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
時
期　

平
成

23
年
３
月
〜

▽
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
対
象　

市
内

全
世
帯
及
び
新
た
な
転
入
世
帯
、

事
業
所
な
ど

▽
カ
レ
ン
ダ
ー
印
刷
部
数　

４
万

８
千
部
（
予
定
）

▽
申
込
方
法 

広
告
掲
載
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環
境
課
で

配
布
。「
募
集
要
項
」
も
同
様
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環

境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

南
多
摩
都
市
霊
園
（
八
王
子
市

南
大
沢
３
丁
目
）
に
あ
る
稲
城
市

分
の
墓
地
の
使
用
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
の
し
お
り
配
布
場
所

市
民
課
、平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

▽
申
し
込
み
の
し
お
り
配
布
期
間

11
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
募
集
内
容
・
申
し
込
み
の
資
格

表
１
・
表
２
の
と
お
り

▽
申
込
方
法 

申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市
民
課
に

表１　募集内容

組名 区画面積 募集数 墓地使用料
（貸付時のみ） 管理料（1年分）

A組 3㎡ 14区画 750,000円 4,500円
B組 5㎡ 6区画 1,250,000円 7,500円

※組単位の募集となりますので、使用場所の指定はできません。
※申込者数が募集数を超える時は抽選になります。

表２　申し込みの資格
　申し込みができるのは、下記（①～④）のすべての要件を満たして
いる方です。

①祭
さい

祀
し

の主宰 申込遺骨の祭祀の主宰者である方（※）

②居住要件
申込者本人が、1年以上（平成21年11月13日以前から）
継続して稲城市内に住民登録または、外国人登録されて
いること

③遺骨の状態

「未だ一度も埋蔵（葬）・収蔵したことのないお骨」をお
持ちの方
（例）・自宅に置いてある方
　　・都立霊園一時収蔵施設に預けている方
※いずれも改葬骨・分骨を除く。

④続柄
申込遺骨から見て、次に掲げる続柄の範囲内にある方
　　・配偶者　　　　　　・直系血族の父母、子、孫
　　・血族の兄弟姉妹　　・養父母、養子または養女

※「祭祀の主宰者」とは「申込遺骨の親族の合意のもとに、葬儀の喪
主あるいは法事の施主を務めるなど、将来にわたって当該遺骨及び墓
所を守り管理していくべき立場にある方」を言います。

※
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、休
館
日
を

除
き
土
・
日
曜
日
も
配
布
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
配
布
期
間
中
の
み

「
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

▽
申
込
方
法 

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
11
月
16
日

（
火
）必
着
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

市
民
課
市
民
窓

口
係
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募

集
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
、
申
込
用
紙
配
布
期
間

中
の
み
）

☎
０
５
７
０
・
０
１
０
８
１
０

　

ち
ょ
こ
っ
と
共
済
（
交
通
災
害

共
済
）
は
、
加
入
者
が
交
通
事
故

に
あ
っ
た
際
に
、
入
・
通
院
日
数

に
応
じ
て
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る

共
済
の
制
度
で
す
。
２
コ
ー
ス
か

ら
選
べ
ま
す
。

▽
内
容 

Ａ
コ
ー
ス
＝
年
額
千
円

で
最
高
300
万
円
の
見
舞
金
、
Ｂ
コ

ー
ス
＝
年
額
500
円
で
最
高
150
万
円

の
見
舞
金

▽
共
済
期
間 

４
月
１
日
〜
平
成

23
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降

の
加
入
は
、
加
入
申
込
日
の
翌
日

か
ら
と
な
り
ま
す
）

※
年
度
途
中
の
加
入
も
可
能
で
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

共
済
期
間
の

開
始
日
に
市
に
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

会
員
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る

方
で
就
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し

て
い
る
方

※
次
の
方
は
公
費
（
市
）
負
担
で

Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
し
て
い
る
た
め

申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、
Ａ
コ

ー
ス
に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
申

し
込
み
手
続
き
が
必
要
で
す
。

①
未
就
学
児　

②
小
・
中
学
生（
４

月
１
日
現
在
）　

③
身
体
障
害
者
手

帳
、
愛
の
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持

ち
の
方
で
、
市
に
届
け
出
を
さ
れ

て
い
る
方
（
市
長
の
指
定
す
る
施

設
に
入
所
し
て
い
る
者
は
除
く
）　

④
消
防
団
員　

⑤
70
歳
以
上
の
方

（
４
月
１
日
現
在
）　

⑥
交
通
安
全

協
会
の
役
員

▽
申
し
込
み 

市
民
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
市
内
の
金
融
機

　

市
立
病
院
で
毎
月
第
３
水
曜
日

に
実
施
し
て
い
る
「
健
康
バ
ン
ザ

イ
！
い
な
ぎ
講
座
」
の
11
月
の
テ

ー
マ
は
「
脳
卒
中
と
そ
の
予
防
」

で
す
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

▽
期
日 

11
月
17
日（
水
）

▽
時
間 

午
後
３
時
30
分
〜
（
約

40
分
）

▽
会
場 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

▽
講
師 

藤
塚　

光
幸
医
師
（
脳

外
科
）

▽
問
い
合
わ
せ 

市
立
病
院
医
事

課
外
来
係　

☎
377
・
０
９
３
１

　

市
立
病
院
で
は
生
活
習
慣
病
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
込
不
要
、
費
用
無
料

▽
期
日 

11
月
11
日（
木
）

▽
時
間 

午
後
３
時
〜
（
約
１
時

間
）

▽
テ
ー
マ
・
講
師

　
「
ど
ん
な
運
動
を
ど
の
位
す
べ

き
か
、
体
験
し
ま
し
ょ
う
」・
市

立
病
院
理
学
療
法
士

▽
会
場 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

い
な
ぎ
講
座

生
活
習
慣
病
教
室

あ
な
た
の
生
活

あ
な
た
の
生
活

見
直
し
て

見
直
し
てみま

せ
ん
か
？

み
ま
せ
ん
か
？

▽
問
い
合
わ
せ 

市
立
病
院
医
事

課
外
来
係　

☎
377
・
０
９
３
１

　

市
で
は
臨
時
職
員
の
登
録
を
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
登
録
後

は
欠
員
な
ど
の
必
要
に
応
じ
て
、

面
接
な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。

▽
職
種 

一
般
事
務
、
保
育
士
、

学
童
・
児
童
館
指
導
員
な
ど

▽
勤
務
場
所 

市
役
所
、
市
施
設

▽
勤
務
時
間 

原
則
週
30
時
間
未

満▽
賃
金 

時
給
880
円
（
一
般
事
務

の
場
合
）

▽
登
録
期
間 

登
録
の
日
か
ら
約

１
年
間

※
再
度
希
望
す
る
場
合
は
、
改
め

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
方
法 

臨
時
職
員
登
録
台

帳
兼
履
歴
書
（
人
事
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ

ー
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
）
を
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
登
録
・
問
い
合
わ
せ　

人
事
課

人
事
給
与
係

　

市
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で

は
調
理
に
必
要
な
野
菜
の
納
入
が

可
能
な
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
詳

細
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

11
月
15
日（
月
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学

校
給
食
共
同
調
理
場
第
一
給
食
係　

☎
377
・
８
９
０
４

家庭剪定枝リサイクル情報家庭剪定枝リサイクル情報家庭家庭剪剪
せ んせ ん

定定
て いて い

枝枝
しし

リサイクル情報リサイクル情報

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

11
月
12
日（
金
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市

民
課
戸
籍
係

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
の
環
境
美
化
市
民
運

動
で
も
、
事
業
者
の
方
が
公
園
な

ど
を
清
掃
し
て
い
る
姿
を
見
か
け

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
市
内
事
業

者
で
、
清
掃
活
動
を
し
て
い
る

方
々
の
紹
介
を
考
え
て
い
ま
す
。

代
表
の
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

の
受
け
取
り
時
に
紹
介
の
可
否
を

申
し
出
て
い
た
だ
く
か
、
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

環
境
課
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
係

関
〔
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

を
除
く
〕

※
加
入
し
て
い
る
方
で
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
に
は
、
ど
ん
な
小
さ

な
事
故
（
自
転
車
の
単
独
事
故
な

ど
）
で
も
、
直
ち
に
警
察
署
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ 

市
民
課
市
民
窓

口
係



22・11・１ 代表電話は378－2111 （6）

地域ぐるみで　　
子どもを守ろう！

育てよう！
11月は児童虐待

防止推進月間です

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

父
子
家
庭
に
対
象
を

父
子
家
庭
に
対
象
を

拡
大
し
ま
し
た

拡
大
し
ま
し
た

子
ど
も
手
当
、

児
童
育
成
手
当
を

支
給
し
ま
し
た

特
殊
疾
病
患
者

見
舞
金
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

提
出
し
て
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
証
（
親
医
療
証
）

現
況
届

ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

養
育
家
庭体

験
発
表
会

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

12
月
29
日（
水
）〜
31
日（
金
）

第
二
保
育
園
で

第
二
保
育
園
で

実
施
し
ま
す

実
施
し
ま
す

年
末
保
育

年
末
保
育

　

自
分
の
周
り
に
は
虐
待
さ
れ
て

い
る
子
は
い
な
い
、
自
分
に
は
関

係
な
い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

虐
待
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

発
育
・
発
達
や
心
身
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
虐
待
を

し
て
し
ま
っ
て
い
る
親
も
ま
た
、

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
守
る
た
め
、
早
期

発
見
、
介
入
が
必
要
で
す
。
虐
待

の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。身

体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
物
で
た
た
く
、

タ
バ
コ
を
押
し
付
け
る
。
戸
外
に

長
時
間
締
め
出
す
な
ど
。

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄

弟
間
で
の
極
端
な
差
別
、
子
ど
も

の
大
切
な
物
を
捨
て
る
。
子
ど
も

の
前
で
配
偶
者
に
暴
力
を
ふ
る
う

な
ど
。

性
的
虐
待

　

性
的
い
た
ず
ら
や
性
的
行
為
の

強
要
（
同
意
が
あ
っ
て
も
）。
性

器
や
性
交
を
見
せ
る
。
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

ネ
グ
レ
ク
ト

　

食
事
を
必
要
な
だ
け
与
え
な
い
、

身
の
回
り
の
世
話
を
し
な
い
。
必

要
な
教
育
を
受
け
さ
せ
な
い
。
乳

幼
児
を
家
に
残
し
た
ま
ま
外
出
、

車
の
中
に
放
置
す
る
。
危
険
か
ら

遠
ざ
け
な
い
。医
師
に
診
せ
な
い
。

気
に
な
る
子
ど
も
を
見
た
ら

連
絡
を
く
だ
さ
い

○
虐
待
を
目
撃
し
た
。
た
た
く
音

や
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
。

○
子
ど
も
の
衣
服
や
体
が
異
常
に

汚
い
。
不
自
然
な
傷
が
多
い
。

○
い
つ
も
お
な
か
を
す
か
せ
て
い

る
。
不
自
然
な
時
間
に
出
歩
い
て

い
る
。

○
親
が
地
域
の
中
で
孤
立
し
て
い

る
。
体
調
が
悪
く
、
う
ま
く
子
育

て
で
き
て
い
な
い
よ
う
だ
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で

子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う

○
何
度
言
い
聞
か
せ
て
も
分
か
ら

な
い
の
で
、
つ
い
カ
ッ
と
な
り
、

手
を
上
げ
て
し
ま
う
。

○
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
っ
て
、
子

ど
も
を
傷
つ
け
る
様
な
言
葉
で
叱

っ
て
し
ま
う
。

○
子
ど
も
が
や
ん
ち
ゃ
で
子
育
て

が
う
ま
く
で
き
な
い
。

○
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
て
、
子

育
て
が
う
ま
く
で
き
な
い
。

○
こ
の
ま
ま
の
子
育
て
で
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。

▽
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

稲
城
市

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎

378
・
６
３
６
６

　

年
末
、
仕
事
な
ど
で
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
保
護
者
に
代
わ
っ

て
保
育
し
ま
す
。

▽
対
象 

市
内
各
市
立
・
私
立
保

育
園
（
認
証
保
育
所
を
除
く
）
に

在
籍
し
、
市
内
在
住
で
生
後
４
カ

月
以
上
の
乳
幼
児

▽
期
日 

12
月
29
日（
水
）〜
31
日

（
金
）

▽
時
間 

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

※
午
後
７
時
ま
で
の
延
長
保
育
も

あ
り
ま
す
。

▽
実
施
園 

市
立
第
二
保
育
園

（
東
長
沼
）

▽
定
員 

60
人
（
各
日
）

※
申
込
人
数
が
５
人
未
満
の
日

は
、年
末
保
育
を
中
止
し
ま
す
。

▽
費
用 

２
５
０
０
円（
日
額
）

※
延
長
保
育
利
用
の
場
合
、
30

分
以
内
500
円
、
30
分
を
超
え
る

と
千
円
が
別
途
必
要
で
す
。

▽
申
込
期
間 

11
月
17
日（
水
）

〜
25
日（
木
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
保
育
係
、
市
内

各
市
立
・
私
立
保
育
園

　

離
婚
な
ど
に
よ
る
母
子
家
庭
に

　

10
月
中
旬
に
、
６
月
分
か
ら
９

月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当
と
児
童

育
成
手
当
を
指
定
口
座
へ
振
り
込

み
ま
し
た
。
該
当
す
る
方
は
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

振
込
口
座
に
変
更
の
あ
っ
た
方

や
、
該
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
振
り

込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
方
は
、

提
出
の
時
期
に
よ
っ
て
振
り
込
み

が
11
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ 

子
育
て
支
援
課

児
童
係

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
（

医
療
証
）
を
平
成
23
年
１
月
１
日

に
更
新
し
ま
す
。

　

新
し
い

医
療
証
の
交
付
を
受

け
る
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

医
療

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

現
況
届
の
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

現
況
届
が
提
出
さ
れ
た
後
、
審
査

し
、
対
象
と
な
る
方
に
は
12
月
下

旬
に
新
し
い

医
療
証
を
自
宅
に

郵
送
し
ま
す
。

　

ま
だ
、

医
療
証
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▽
提
出
期
限 

11
月
30
日（
火
）

▽
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
福

祉
課
地
域
福
祉
係

　

親
の
離
婚
や
病
気
・
失し

っ
そ
う踪

・
虐

待
な
ど
様
々
な
事
情
で
親
と
一
緒

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設

で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

子
ど
も
を
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

き
養
子
縁
組
を
目
的
と
せ
ず
一
般

の
家
庭
で
預
か
り
、
温
か
い
雰
囲

気
の
中
で
一
定
期
間
（
１
カ
月
以

上
）子
ど
も
を
養
育
す
る
家
庭
を
、

東
京
都
で
は
「
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ

ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

都
内
に
は
、
様
々
な
事
情
で
親

と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
約
３
９

０
０
人
、
こ
の
う
ち
養
護
施
設
な

ど
に
約
３
５
５
０
人
、
残
り
約
350

人
が
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
つ
い
て

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
養
育
家

庭
体
験
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
不
足
し
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
期
日 

11
月
13
日（
土
）

▽
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
問
い
合
わ
せ 

稲
城
市
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
378
・
６

３
６
６

医
療
費
通
知

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
医
療
費
等
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。
内
容
は
、
受
診
し
た

「
診
療
月
」「
診
療
区
分
」「
医
療
機

関
名
称
」「
医
療
費
総
額
（
10
割
）」

な
ど
で
す
。
こ
れ
は
健
康
と
医
療

に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
医
療
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
通
知
に
伴
う
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象 

平
成
22
年
１
月
か
ら
６

月
ま
で
の
間
に
、医
科
、歯
科
、調

剤
、訪
問
看
護
の
医
療
費
総
額（
10

割
）が
、１
カ
月
で
３
万
円
を
超
え

た
方
、ま
た
は
平
成
22
年
１
月
か

ら
６
月
ま
で
の
間
に
、
治
療
用
装

具
、柔
道
整
復
、あ
ん
摩・マ
ッ
サ
ー

ジ
、指
圧
、は
り
、き
ゅ
う
な
ど
に

入院時の一部負担金限度額と食事代の減額

所得区分 一部負担金限
度額（月額）

食事代
（1食当たり）

低所得Ⅱ
世帯全員が住民税非課税 24,600円 210円

低所得Ⅰ
世帯全員が住民税非課税で、それぞれの
所得金額がすべて0円（公的年金の控除は
800,000円として計算）または被保険者が
老齢福祉年金受給者

15,000円 100円

10
月
期
分

（
平
成
22
年
６
月
〜
９
月
分
）

を
振
り
込
み
ま
し
た

　

特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金
を
受
給

中
の
方
で
、
受
給
要
件
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
方
は
、
速
や
か
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
は
特
殊
疾
病
患
者
見
舞

金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

難
病
に
罹り

患か
ん

し
て
、
治
療
中
の
方

に
特
殊
疾
病
患
者
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す

▽
対
象
疾
病 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
、
児
童

育
成
手
当
条
例
に
基
づ
く
障
害
手

当
の
受
給
者
は
、
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▽
見
舞
金
額 

月
額
５
千
円

▽
支
給
方
法 

年
３
回
の
口
座
振

込
（
６
月
、
10
月
、
２
月
に
前
月

ま
で
の
分
を
支
給
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

東
京
都

発
行
の
医
療
券
の
コ
ピ
ー
（
必
要

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
で
す
。
手
続
き

の
際
に
は
、
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
22

年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
額
を

証
明
し
た
控
除
証
明
書
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
11
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
。
こ
の
証
明
書
と
、
10
月
１

日
以
降
に
納
め
た
領
収
証
書
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
10
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
初
め

て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、

平
成
23
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
場
合
に
は
、
納
め
た
方
が

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
で
は
控
除
証
明
書
は
発

行
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
専
用
ダ

イ
タ
ル
、
ま
た
は
府
中
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
070
・
117
、
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
は　

☎
03
・
６
７
０
０
・

１
１
３
０

▽
受
付
期
間 

11
月
１
日（
月
）〜

平
成
23
年
３
月
15
日（
火
）

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
平
成
23
年

１
月
３
日
を
除
く
。

▽
受
付
時
間 

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

た
だ
し
月
曜
日
（
月
曜
日
が
休
日

の
場
合
は
火
曜
日
）
は
午
後
７
時

ま
で
受
付
、
第
２
土
曜
日
＝
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
問
い
合
わ
せ　

府
中
年
金
事
務

所　

☎
042
・
361
・
１
０
１
１

に
応
じ
て
特
殊
疾
病
に
罹
患
し
て

い
る
こ
と
を
証
明
す
る
医
師
の
診

断
書
）

▽
問
い
合
わ
せ 

障
害
福
祉
課
障

害
福
祉
係

係
る
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
方

入
院
時
の
一
部
負
担
金
限
度
額

と
食
事
代
の
減
額（
下
表
参
照
）

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

方
は
、
市
役
所
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
（
以
下
、
認
定

証
）」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ

れ
た
認
定
証
を
入
院
時
に
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一

部
負
担
金
限
度
額
と
食
事
代
が
下

表
の
該
当
す
る
所
得
区
分
の
金
額

と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

①
被
保
険
者
証

②
印
鑑

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

保
険
年

金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は

子
ど
も
を虐

待
か
ら
守
る
た
め
に

支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

に
つ
い
て
、
対
象
を
父
子
家
庭
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
改
正

に
伴
う
申
請
は
、
11
月
30
日
ま
で

に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
８
月

分
（
８
月
以
降
に
支
給
要
件
に
該

当
し
た
場
合
は
そ
の
翌
月
分
）
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
し
ま
す
。
申

請
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
必
要
な
も
の 

①
印
鑑
（
認
印

可
）
②
父
子
の
戸
籍
謄
本　

③
申

請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

※
そ
の
他
、
平
成
22
年
１
月
１
日

に
稲
城
市
内
に
住
民
票
が
な
い
場

合
、
ご
家
族
に
外
国
籍
の
方
が
い

る
場
合
、
お
子
さ
ん
と
別
居
し
て

い
る
場
合
は
別
に
必
要
な
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
及
び
郵

送
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

支
援
課
児
童
係
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凡例　 対象　 期日　 期間　 時間　 会場　 定員　 内容　 費用　 申込方法　 申込期限　 申込先　 問い合わせ

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

☎
３
７
７
・
２
２
１
２

商
工
会

商
工
会だよ

り

商
工
会

商
工
会

平
成
平
成
2222
年
度
難
病
講
演
会

年
度
難
病
講
演
会

脊
髄
小
脳
変
性
症
・

脊
髄
小
脳
変
性
症
・

多
系
統
萎
縮
症
の
理
解
と

多
系
統
萎
縮
症
の
理
解
と

療
養
生
活
の
工
夫

療
養
生
活
の
工
夫

入
会
説
明
会

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方

※
就
職
、
転
職
希
望
者
を
除
く
。

11
月
９
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
ま
で
に
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
ポ
ー
チ
を
作

り
ま
せ
ん
か
。
カ
ッ
ト
済
み
キ
ッ

ト
な
の
で
簡
単
で
す
。

両
日
参
加
で
き
る
方

11
月
17
日（
水
）・
24
日
（
水
）

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
習

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ
（
大
丸
118
の

５　

川
崎
街
道
東
長
沼
交
差
点
南
）

20
人
（
先
着
順
）

ポ
ー
チ
作
り

※
裁
縫
道
具
（
糸
・
針
・
ハ
サ
ミ

な
ど
）
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）

秋
の

奥
多
摩
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

換金性の乏しい換金性の乏しい
外国通貨の取引に外国通貨の取引に

ご注意！ご注意！
イラクディナールに続き、イラクディナールに続き、

今度はスーダンポンド今度はスーダンポンド

　

事
例
１

　

Ａ
社
か
ら
「
１
口
50
ス
ー
ダ

ン
ポ
ン
ド
が
15
万
円
」
と
の
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
自
宅
に
届

い
た
。
そ
の
数
日
後
、
Ｂ
社
か

ら
「
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
を
持
っ

て
い
た
ら
、
約
40
万
円
で
売
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
電
話
が
あ

っ
た
。す
ぐ
に
Ａ
社
か
ら
も「
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
は
届
い
た
か
」

と
い
う
電
話
が
あ
り
、「
予
約
だ

け
で
も
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
Ａ

社
に
予
約
金
と
し
て
２
万
５
千

円
を
振
り
込
も
う
と
金
融
機
関

に
行
っ
た
と
こ
ろ
事
情
を
聞
か

れ
た
の
で
話
し
た
ら
、
お
か
し
い

と
言
わ
れ
た
。（

60
歳
代　

女
性
）

　

事
例
２

　

自
宅
に
送
付
さ
れ
た
ス
ー
ダ
ン

ポ
ン
ド
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
廃
棄

し
た
が
、
そ
の
後
、
複
数
の
業
者

か
ら
頻
繁
に
電
話
が
か
か
る
。「
興

味
が
な
い
」
と
伝
え
て
い
る
が
、

「
50
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
紙
幣
１
枚

を
１
口
15
万
円
で
購
入
す
れ
ば
、

４
年
後
に
350
万
円
に
な
る
の
は
確

実
」「
個
人
の
み
で
企
業
は
買
え
な

い
。
企
業
は
個
人
か
ら
の
買
い
取

り
を
切
望
し
て
い
る
た
め
、
４
〜

７
倍
（
60
万
〜
105
万
円
）
で
買
い

取
る
」「
今
な
ら
、
国
際
銀
行
の
契

約
が
決
ま
っ
て
い
て
、
日
本
円
に

交
換
で
き
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

気
持
ち
が
揺
れ
て
い
る
。
購
入
し

て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
か
。

（
60
歳
代
女
性
）

　

平
成
22
年
３
月
以
降
、
イ
ラ
ク

通
貨
（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
）
の

購
入
を
消
費
者
に
持
ち
か
け
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
、
見
知
ら
ぬ
業
者
が
消

費
者
に
「
別
業
者
か
ら
ス
ー
ダ
ン

の
通
貨
（
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
）
を

１
口
15
万
円
で
購
入
し
て
く
れ
れ

ば
、
そ
の
数
倍
で
買
い
取
る
」
と

電
話
で
勧
誘
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、
換

金
性
の
乏
し
い
通
貨
を
「
必
ず
儲

か
る
」「
高
値
で
買
い
取
る
」
と
あ

お
っ
て
契
約
さ
せ
る
手
口
が
目
立

ち
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
イ
ラ
ク
デ
ィ

ナ
ー
ル
や
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
は
日

本
の
銀
行
で
は
取
り
扱
わ
れ
て
お

ら
ず
、
換
金
性
に
乏
し
い
通
貨
で

す
。
ま
た
、
業
者
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
口
頭
で
「
有
数
の
産
油
国
で

あ
り
、
紛
争
後
の
た
め
経
済
発
展

が
期
待
で
き
る
の
で
、
儲
か
る
」

消
費
者
相
談
室

☎
378
・
３
７
３
８

（
月
〜
金
曜
日
）

　

平
成
22
年
分
給
与
所
得
者
の
年

末
調
整
・
法
定
調
書
・
給
与
支
払

報
告
書
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
る
説
明

会
案
内
に
同
封
の
「
年
末
調
整
説

明
会
出
席
表
兼
用
紙
請
求
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
説
明

書
と
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー 

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。日

野
税
務
署　

☎
042
・
585
・
５

６
６
１

　

個
人
事
業
税
は
、
都
内
に
事
務

所
や
事
業
所
を
設
け
て
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
に
対
し
て
か
か
る
税
金
で
す
。

８
月
に
送
付
し
た
納
付
書
で
、
11

月
30
日（
火
）ま
で
に
お
近
く
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
指
定
の
コ
ン

　

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
）
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
に
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
の
方
は
、

今
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中
雇
用
保
険

適
用
課　

☎
042
・
336
・
８
６
１
７
、

八
王
子
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎
042
・
642
・
５
２
９
６

　

夫
婦
関
係
、
扶
養
、
相
続
な
ど

の
「
家
庭
内
や
親
族
間
の
も
め
ご

と
」、
土
地
建
物
、
多
重
債
務
、
過

払
い
返
還
、交
通
事
故
な
ど
の「
民

事
上
の
も
め
ご
と
」
に
つ
い
て
、

豊
富
な
経
験
と
知
識
を
も
っ
た
裁

判
所
の
調
停
委
員
が
、秘
密
厳
守
・

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
弁
護

士
の
委
員
も
参
加
し
ま
す
。

11
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
５

階（
立
川
市
曙
町
２
の
36
の
２
）、

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階
（
町

田
市
原
町
田
４
の
９
の
８
サ
ウ
ス

フ
ロ
ン
ト
タ
ワ
ー
町
田
）、
八
王
子

市
民
会
館
３
階
（
八
王
子
市
上
野

町
32
の
１
）

※
先
着
順
。
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

東
京
家
事
調
停
協
会　

☎
03
・

３
５
０
２
・
８
８
２
２

　

東
京
都
最
低
賃
金
（
地
域
別
最

低
賃
金
）
は
、
10
月
24
日
か
ら
時

間
額
821
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
都
内
で
労
働
者
を
使
用
す
る
す

べ
て
の
事
業
場
及
び
同
事
業
場
で

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
女
性
の
た
め
の
無
料
人
権

相
談

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

11
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
20
日（
土
）・
21
日（
日
）は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

▽「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０
・
070
・
810
（
全
国
共

通
番
号
）

※
強
化
週
間
の
他
に
も
、
平
日
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▽
電
話
相
談
担
当
者　

人
権
擁
護

委
員
及
び
法
務
局
職
員

▽
主
催 

東
京
都
人
権
擁
護
委
員
　
「
子
ど
も
か
ら
の
人
権
メ
ッ
セ
ー

　

保
育
士
の
人
材
確
保
を
目
的
と

し
た
就
職
支
援
研
修
及
び
就
職
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
、

取
得
見
込
み
の
方

11
月
17
日（
水
）

就
職
支
援
研
修
＝
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
、
就
職
相
談
会
＝

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

府
中
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
本
館

無
料

▽
主
催 

東
京
都
、
東
京
都
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
、
府
中
市

東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
５
２
１
１
・
２
８
６
０

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

２
千
円
（
材
料
費
込
）

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

11
月
12
日（
金
）

あ
い
ｉ
シ
ョ
ッ
プ　

☎
377
・

６
５
４
６

午
前
11
時
30
分
〜
・
午
後
１
時

30
分
〜
（
２
回
演
奏
、
１
回
40
分

程
度
）

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

１
階
ふ
れ
あ
い
広
場
（
西
多
摩
郡

奥
多
摩
町
原
５
）

※
JR
奥
多
摩
駅
か
ら
西
東
京
バ
ス

「
奥
多
摩
湖
」（
20
分
）
下
車
す
ぐ

都
民
交
響
楽
団
有
志
に
よ
る
室

内
楽
演
奏

無
料

奥
多
摩
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館

☎
０
４
２
８
・
86
・
２
７
３
１

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ま
た
は
都

税
事
務
所
・
都
税
支
所
・
支
庁
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は
、
安
心
で
便
利
な
口

座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
東
京
都
主
税
局
納
税
推
進

課
口
座
振
替
係
（
☎
03
・
５
９
１

２
・
７
５
２
０
）
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

八
王
子
都
税
事
務
所　

☎
042
・

644
・
１
１
１
１

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
は
、
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
期
で
す

日
野
税
務
署

年
末
調
整
な
ど
の
説
明
会 

「
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ
う
。

労
働
保
険
」

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
で
す

▲パッチワークのポ
ーチ

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

東
京
都
最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

電
話
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
人
権
相
談

第
７
回
「
子
ど
も
か
ら
の

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
」

保
育
士
就
職
支
援
研
修
と

就
職
相
談
会

（
東
京
都
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

連
合
会
・
東
京
法
務
局

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
三

課　

☎
03
・
５
２
１
３
・
１
２
３

４

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
都
内
の

事
業
場
に
派
遣
中
の
労
働
者
を
含

む
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
の
業
種
に
つ
い
て
は
別
に

定
め
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

東
京
労
働
局
賃
金
課　

☎
03
・

３
５
１
２
・
１
６
１
４

▽
期
日 

11
月
18
日（
木
）

▽
時
間 

午
後
２
時
〜
４
時
（
受

付
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

▽
会
場 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

▽
申
込
方
法 

電
話
で
11
月
11
日

（
木
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

南

多
摩
保
健
所
地
域
保
健
係　

難
病

担
当
保
健
師　

☎
042
・
371
・
７
６

６
１ 平

成
22
年
度
難
病
講
演
会

脊せ
き
せ
き

髄ず
い
ず
い

小
脳
変
性
症
・

多
系
統
萎
縮
症
の
理
解
と

療
養
生
活
の
工
夫

な
ど
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、

鵜
呑
み
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
の
ト
ラ
ブ

ル
で
は
、
販
売
業
者
と
は
別
の

業
者
が
「
数
倍
で
買
い
取
る
」

と
持
ち
か
け
る
ケ
ー
ス
が
目
立

ち
ま
す
。
こ
う
し
た
手
口
は
イ

ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
で
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
が
、
買
い
取
り
は
実

行
さ
れ
な
い
た
め
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　
「
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
」「
残

り
わ
ず
か
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ

て
も
、
う
ま
い
儲
け
話
は
な
い

の
で
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
少
し
で
も
不
審
に
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
者
相
談

室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔（
独
）国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り
〕

ジ
発
表
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に

人
権
尊
重
の
精
神
と
自
由
に
意
見

を
発
表
す
る
意
義
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
度
、
市
か
ら
は
、
稲
城
第

七
小
学
校
６
年
生
の
田
口
弥み

那な

美み

さ
ん
が
発
表
し
ま
す
。

11
月
20
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
20
分

（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

青
梅
市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
青
梅

市
上
町
374
）

▽
主
催 

多
摩
西
人
権
啓
発
活
動

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
（
青

梅
市
、東
京
法
務
局
八
王
子
支
局
、

東
京
法
務
局
西
多
摩
支
局
、
多
摩

西
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
）

▽
共
催 

青
梅
市
教
育
委
員
会

▽
後
援 

東
京
都
教
育
委
員
会
ほ

か
多
摩
西
人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
務
局
（
東

京
法
務
局
八
王
子
支
局
内
）　

☎

042
・
670
・
６
２
４
０



22・11・１ 代表電話は378－2111 （8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。

胃がん検診希望
１．受診日　12月２日
　　会場　ｉプラザ
２．住所
３．氏名（フリガナ）
４．生年月日（年齢）
５．電話番号
６．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

2歳6カ月児
歯科健康診査希望
１．健診日11月19日(金)
２．幼児氏名（フリガナ）
３．保護者氏名
４．幼児生年月日
５．住所
６．電話番号

▲申込記入例

▲申込記入例

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

市
民
シ
ー
ト
で
応
援
し
よ
う
！　

▽
問
い
合
わ
せ　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
㈱　

山
下　

☎
044
・
946
・
３
０
４
１　

①
11
月
14
日
（
日
）
午
後
５
時
〜
VS
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉　

②
11
月
23
日
（
火
･
祝
）
午
後
７
時
30
分
〜
VS
愛
媛
Ｆ
Ｃ
／
①
②
と
も
に
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

1日目 2日目

期日 12月1日(水) 12月17日(金)

時間 午前10時
～午後2時

午後1時30分
～3時30分

会場 保健センター 総合体育館

内容

メタボリック
シンドローム
の話、栄養の
話（昼食はヘ
ルシー御膳を
用意します）

運動教室（ス
トレッチング、
ウォーキング
など）

11月１日～16日11月１日～16日

※予約が必要な相談は、午前８時30分から午後５時まで予約を受け付けます（予約受
付日は各相談によって異なります）。
※経済課の相談は、電話（☎378－2286）で予約を受け付けます（先着順）。
※消費者相談は、電話（☎378－3738）でも相談できます。
※福祉センターの相談は、電話（☎378－3366）で予約を受け付けます。
※11月４日（木）の法律相談は、11月２日（火）に予約を受け付けます。
※11月14日（日）の法律相談は、11月12日（金）に予約を受け付けます。
※11月17日（水）の住宅リフォーム相談は、11月10日（水）まで予約を受け付けます。

11／1 月 消費者相談　 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

2 火
定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

3 水 ＋休日急病診療所　かじわら内科泌尿器科クリニック（矢野口）９時～５時 ☎370－8770
＋休日薬局　　　　市役所通り薬局（矢野口）９時～５時 ☎377－9599

4 木

３歳児健康診査（平成19年10月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（予約必要） 経済課消費生活係
心配ごと相談 10時～正午 福祉センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

5 金
母子健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
人権・身の上相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

6 土

7 日 ＋休日急病診療所　菜の花クリニック（東長沼）９時～５時 ☎313－9272
＋休日薬局　　　　ゆずりは薬局（東長沼）９時～５時 ☎370－5057

8 月 消費者相談　 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

9 火

３カ月～４カ月児健康診査（平成22年７月生まれ） 保健センター
定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
交通事故相談 ９時～正午（前日までに予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
行政相談 １時30分～４時30分（前日までに予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

10 水

１歳６カ月児健康診査（平成21年４月生まれ） 保健センター
女性の悩み相談 10時～４時（前日までに予約） 協働推進課女性青少年係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
不動産相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 平尾出張所

11 木

１歳児歯科健康診査（平成21年10月生まれ） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
登記相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

12 金 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

13 土 心の専門相談 １時～４時（前日までに予約） 福祉センター

14 日

休日窓口　８時30分～正午・１時～５時
市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、課税課、納税課

＋休日急病診療所　いしがき医院（大丸）９時～５時 ☎401－3733
＋休日薬局　　　　オーベル薬局大丸店（大丸）９時～５時 ☎379－1499
法律相談 ９時～正午(予約必要) 経済課消費生活係

15 月 消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

16 火

定期健康相談 ９時～11時（前日までに予約） 保健センター
法律相談 ９時～正午（前日予約） 経済課消費生活係
消費者相談 10時～正午・１時～３時 消費者相談室
くらしの書類作成相談 １時30分～４時30分（前日予約） 経済課消費生活係
年金相談 ９時～正午・１時～４時 保険年金課年金係

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

▽
対
象 

昭
和
51
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
（
原
則
１
年
度
に

１
回
の
受
診
）

※
胃
の
手
術
を
し
た
方
、治
療
中
・

妊
娠
中
の
方
を
除
く
。

▽
受
診
日 

12
月
２
日（
木
）

▽
時
間 

午
前
９
時
〜
正
午

▽
会
場 

ⅰ
プ
ラ
ザ

▽
定
員 

40
人
（
抽
選
）

▽
検
査
方
法 

バ
リ
ウ
ム
に
よ
る

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

▽
受
診
料 

１
３
３
０
円

※
保
険
証
に
自
己
負
担
割
合
が
１

割
と
記
載
の
あ
る
方
は
440
円
（
保

険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
）

▽
受
診
料
の
免
除　

次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方　

①
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
方　

②
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方　

③
中
国
残
留
邦
人

な
ど
の
方

※
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
電

子
申
請
サ
ー
ビ
ス
、
窓
口
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限 

11
月
８
日（
月
）必

着※
抽
選
結
果
は
受
診
日
の
10
日
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

予
防
接
種

予
防
接
種

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

予
防
接
種

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

０
歳
児
の
ケ
ア

▽
対
象 

接
種
日
現
在
、
生
後
３

カ
月
か
ら
６
カ
月
に
至
る
ま
で
の

お
子
さ
ん

※
生
後
３
カ
月
の
方
に
は
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。

※
生
後
６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
接

種
は
自
費
と
な
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
病
気
な
ど
に
よ
り
、
当
日
接

種
で
き
な
い
方
は
、
早
め
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
日 

11
月
11
日（
木
）

▽
受
付
時
間 

午
後
１
時
15
分
〜

３
時
15
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
予

診
票

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

2
歳
６
カ
月
児

歳
６
カ
月
児

　

歯
科
健
康
診
査

　

歯
科
健
康
診
査

　
「
歯
が
生
え
て
き
た
け
ど
、
う
ま

く
歯
み
が
き
で
き
な
い
な
ぁ
」
と

い
う
方
や
、「
ま
だ
、
歯
が
生
え

て
き
て
い
な
い
け
ど
、
何
か
今
か

ら
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
か
な
ぁ
」

と
い
う
方
、
親
子
で
歯
み
が
き
や

そ
の
準
備
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象 

第
一
子
で
、
１
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▽
期
日 

11
月
17
日（
水
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
15
分
〜

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
・

歯
ブ
ラ
シ
指
導
・
個
別
相
談

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ（
使
用
し
て
い
る
場
合
）、

バ
ス
タ
オ
ル

▽
募
集
人
数 

30
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法 

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

2
歳
６
カ
月
児

　

歯
科
健
康
診
査

歯
科
講
演
会
「
お
口
さ
わ
や
か
に
」

歯
科
講
演
会
「
お
口
さ
わ
や
か
に
」

貴
方
の
お
口
の
に
お
い

貴
方
の
お
口
の
に
お
い

大
丈
夫
で
す
か
？

大
丈
夫
で
す
か
？

歯
科
講
演
会
「
お
口
さ
わ
や
か
に
」

貴
方
の
お
口
の
に
お
い

大
丈
夫
で
す
か
？

後
期
日
程
決
定

後
期
日
程
決
定

健
康
な
食
事
づ
く
り

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員
主
催

推
進
員
主
催

後
期
調
理
講
習
会

後
期
調
理
講
習
会

▽
期
日 

11
月
18
日（
木
）

▽
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員 

20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容 

講
演
会
・
口
臭
測
定
・

個
別
相
談
な
ど

▽
講
師 

小
山　

征
哉
氏
（
オ
ヤ

マ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▽
申
込
方
法 

電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

後
期
日
程
決
定

健
康
な
食
事
づ
く
り

推
進
員
主
催

後
期
調
理
講
習
会

　

各
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

調
理
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

毎
回
好
評
の
こ
と
か
ら
、
一
人
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
前
期
・
後
期
各
１
回

　

歯
医
者
さ
ん
で
歯
科
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
や
、

後期の実施内容

期日 12月7日
（火）

12月15日
（水）

平成23年
2月25日
（金）

3月15日
（火）

会場 第二文化
センター

城山文化
センター

第三文化
センター

第四文化
センター

内容 おうちで
クリスマス

『和』ものの
素材でじっ
くり味わっ
て会席しま
しょ！

デコレーシ
ョン寿司で
おひなまつ
り

第2弾
手軽でおい
しい
男の手料理

広報いなぎ
掲載予定号 11月15日号 12月1日号 2月1日号 3月1日号

参
加
者
募
集
中

参
加
者
募
集
中
‼

第
１
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

第
１
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

お
な
か
ス
ッ
キ
リ

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
‼

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
・
解
消
す
る
ポ
イ
ン
ト
は

「
食
生
活
」
と
「
運
動
」
な
ど
の
生

活
習
慣
の
改
善
で
す
。
あ
な
た
も

「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
! !

▽
内
容 

手
軽
に
で
き
る
料
理
や

簡
単
に
で
き
る
運
動
の
紹
介
・
食

事
診
断
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス

▽
対
象 

40
歳
〜
64
歳
の
方
で
２

日
間
参
加
で
き
る
方

※
昨
年
度
以
前
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
・
時
間
・
会
場
・
内
容　

左
上
表
の
と
お
り

※
第
２
回
を
１
月
、
第
３
回
を
２

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
参
加
費 

無
料

▽
定
員 

20
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法 

11
月
19
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

平
成
平
成
2222
年
度
年
度

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

予
防
接
種
費
用
助
成

　

市
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
の
方
は
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
者
及
び
申
請
書
類　

右
下

表
の
と
お
り

▽
助
成
額 

自
己
負
担
分
全
額

※
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
の
接

種
に
限
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法 

申
請
書
類
を
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

※
市
で
は
各
検
診
の
結
果
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
）
を
保
管
・
集
計
し
、
今
後
の
健

康
づ
く
り
に
役
立
て
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
稲
城
市
個
人

情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
保
護
さ
れ
ま
す
。 稲

城
市
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
206
・
0804
稲
城
市
百
村
112
の
１

☎
378
・
３
４
２
１

み
ん
な
の
健
康

み
ん
な
の
健
康

▽
申
請
期
限 

平
成
23
年
３
月
31

日（
木
）

平
成
22
年
度

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

参
加
者
募
集
中
‼

第
１
回
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

お
な
か
ス
ッ
キ
リ
‼

脱
・
メ
タ
ボ
宣
言
！

対象者 申請書類
接種日現在稲城市民
で、平成22年度市民
税非課税世帯の方

①申請書※1 ②領収書など ③接種済
証または母子健康手帳の接種記録が記
載されたページのコピー ④市民税非
課税世帯の方は世帯全員分の非課税証
明書（平成22年1月1日時点で稲城市
民であった方は不要） ⑤生活保護受給
世帯の方は保護証明書、中国残留邦人
の方は支援給付証明

接種日現在稲城市民
で、生活保護受給世
帯、中国残留邦人な
どの方※2

※1　申請書は保健センター、市役所、平尾・若葉台出張所で
配布、市ホームページからも入手できます。
※2　生活保護受給世帯、中国残留邦人などの方は、市から送
付された「お知らせ」を医療機関に持参した場合、自己負担な
しで接種できます。

◆
お
詫
び
と
訂
正

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
い
な
ぎ
10
月
１
日
号
８

面
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
」
の
表
中
、
稲
城
市
立
病

院
付
属
坂
浜
診
療
所
（
坂
浜
２
９

３
６
、
☎
331
・
３
４
２
３
）
の
掲

載
が
抜
け
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

食
べ
方
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん
を

対
象
に
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し

ま
す
。

▽
対
象 

平
成
20
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

▽
健
診
日 

11
月
19
日（
金
）

▽
受
付
時
間 

午
前
９
時
20
分
〜

10
時
30
分

▽
会
場 

保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容 

歯
科
健
康
診
査
・
個
別

相
談
（
食
事
や
歯
み
が
き
の
事
な

ど
）

▽
持
ち
物 

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

▽
申
込
方
法 

申
込
記
入
例
を
参

照
の
う
え
、
は
が
き
、
封
書
、
窓

口
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

11
月
17
日（
水
）必

着

ま
で
の
参
加
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。


